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モニュメントの説明

本学が位置する大久保という場所は、古くは本村遺跡に見られる住居群、村の中心地としての神社

など、人の営みが集積され、交流し、社会に還元されていくはたらきを生み出してきた『地』であ

る。全体の姿は、埼玉大学の学生が、この『地』から『社会』に飛翔していく様を表しながら、大学

の持つ多面性を形象化したものである。穿たれたかたちは、『知』の象徴として多様な研究や学問に

関わる記号をモチーフとして「交流」や「開かれた姿勢」を表現している。
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総合技術支援センター技術報告集 Vol.10 に寄せて 

研究機構長 石井昭彦 

総合技術支援センター技術報告集の記念すべき Vol.10の発行、お慶び申し上げ
ます。この報告集は総合技術支援センターの活動を一覧できる報告集であり、各
プロジェクトの活動報告、各委員会の活動報告、教育・研究支援業務、技術発表
会の概要などが纏められています。 
その技術発表会、今年 3 月に開催された第 35 回技術発表会に久々に参加しま

した。当センターの活発な活動状況がわかるよい発表会でしたが、学内からの参
加者に加え、近隣の他大学からの参加も多数ありました。発表会後の技術交流会
では他大学の状況についても話していただき、貴重な情報交換の場であったと思
います。発表概要集の中から二つほど紹介します。近年本学に限らず、省力化や時
間回復のためのデジタルトランスフォーメーション（DX）が進められています。
本学でも労働安全衛生関係の法改正に対応する中で、安全管理プロジェクトの支
援の下、安全衛生アプリが開発され、安全教育の実施・受講記録と承認、化学物
質の自律的管理のためのリスクアセスメント支援ツール（CREATE_SIMPLE）の
提出・記録・承認、特殊健康診断の使用薬品の登録、作業環境測定対象物質の登
録、特別管理物質・がん原性物質の使用記録・承認等を行うことができるように
なりました。これまで紙ベースあるいはファイルの電子メール送受信で個々に行
われていた手続きが一つのアプリ上で簡便に行えるようになりました。二つ目、
教員の教育・研究業績データベースとして長年使われていた S-Read が、
researchmap と連携した新システム（外部委託）への令和 7 年度移行により運用
終了となりました。教員データベースプロジェクト担当の皆様には、S-Read の開
発と長年にわたる管理・維持業務に感謝申し上げます。 
最後になりますが、総合技術支援センターにおかれましては、今後も学内の教

育・研究支援組織として頼りになる、頼られるセンターであり続けてほしいと思
います。そのためにはそれぞれの担当分野の専門技術を有する強力な専門家集団
であり続けることが肝要です。新しい専門技術と知識の修得のために積極的に研
修会に参加したり資格を取得したりとこれまで同様あるいはそれ以上の活発な活
動を期待します。さらには新技術の開発研究を行うのもよいでしょう。坂井学長
のかけ声の下、教職協働が進んでいますが、職の中には技術職員も含まれます。人
数こそ多くありませんが、一目置かれる組織として引き続き宜しくお願いします。 
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総合技術支援センター技術報告集に寄せて 

総合技術支援センター長 金子裕良 

総合技術支援センターの活動内容をまとめた技術報告集も今回で 10 回目の発
行を迎えることができました。これは日頃ご協力頂いている皆様の当センターへ
のご理解とご支援の賜であり、センター長として深く感謝申し上げます。 
さて、2024 年は当学の教育・研究活動もコロナ禍以前の状況に戻り、“技術支

援”を本業とする当センターも落ち着きを取り戻しつつ日々活動してまいりまし
た。しかし、世間では対面とリモートの混在化による業務の効率化や ChatGPT な
ど生成 AI の拡大により、“人間が行うべき作業”の見直しの必要性が叫ばれ、当セ
ンターとしても“技術支援”の本質とセンターの存在意義をあらためて考えさせら
れた年でもありました。その中、当センターの技術職員は、今年度も委託される
様々な支援業務に対し、個々が有する専門的な技術とスキルをもって真摯に対応
してきました。この技術報告集は今年度実施された当センターの業務活動の記録
であり、多様な支援業務内容と当センター職員の持つ高い技術力を皆様に紹介さ
せて頂くものです。 
総合技術支援センターの支援業務として、①教育・研究に必要な実験器具や装

置などの設計・試作(実習工場、3D-Design、電気工作、ガラス細工)、②化学物質
や実験実習に関連した安全管理活動、③科学分析支援センターの分析機器の管理
運用や利用教育、④情報メディア基盤センターサポートや大学 Web ページ・ネッ
トワークの保守、⑤学生実験等の教育など、学内向け教育研究支援が挙げられま
す。また、学外の地域貢献活動も実施しており、民間企業向け 3D-Design講習会
や、高校教員や生徒を対象とした実験用ガラス器具作製の講習会、小学生を対象
とした“ものづくり教室”なども開催してきました。これらの活動は、技術職員の
技術力を学内外にアピールすると共に、職員個々の意識と技術を更に向上させる
ために役立っております。 
最後に、本技術報告集を通して総合技術支援センターがどのような業務を実施

しているか皆様に知って頂き、今後の教育研究の発展と革新に繋がる支援活動は
何か一緒に考える資料となり、より利用しやすい技術支援センターへ発展するの
に繋がれば幸いです。 
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総合技術支援センター 概要 
 
総合技術支援センターは研究機構内の組織で、現在、技術職員 36 名（再雇用、併任を含

む）、事務補佐員 1 名の 37 名が所属しています。 
総合技術支援センターの技術職員は、「機械建設系」「電気電子情報系」「物質・生命科学

系」の 3系に分かれ、理学部、工学部および理工学研究科の教育・研究や科学分析支援セン
ター、情報メディア基盤センター、実習工場の運営を支援しています。 
この他に、所属する系を越えてチームを組み、それぞれの技術を活かし、全学支援あるい

は地域貢献を目的として活動する 11 のプロジェクト（全学広報支援、実習工場試作業務、
電気工作ショップ、安全管理、薬品受入担当、実験系廃棄物回収業務、学内排水分析支援、
科学分析機器管理支援、3Ｄ-Design、ガラス細工技術支援、ものづくり教室）があります。 
総合技術支援センター室は、各プロジェクトの打ち合わせや会議に利用され、当センター

業務の拠点となっています。ここでは、学内に向けた技術相談窓口を開設するとともに、学
内に納品される毒物・劇物を薬品管理システム(IASO)に一括登録しています。当センター
では、日頃の業務や行事などを紹介するニュースレターを年数回発行しています。また、職
務を通じて得られた技術や知見、ならびにその成果を発表する場として、毎年技術発表会を
開催しています。 
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1．活動報告 
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1.1.プロジェクト活動報告 

（全学支援・地域貢献） 

総合技術支援センターでは、各分野において専門的な知識や技術を有す

る技術職員でグループを構成し、全学への支援・地域貢献を目的として活

動しています。
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１．はじめに 

 大学は、構成員の大部分が専門知識を持たな

い学生であるという点において、企業とは異なる

安全管理が必要となる。本プロジェクトは、安全

に係る技術的なサポートを全学に提供すべく、

平成 22 年より活動をしている。今年度の活動状

況を以下に報告する。 

２．今年度の活動報告 

・薬品管理システム(IASO)の管理・運用支援 

 IASOの管理・運用の支援を継続して行った。

システム管理のほかに、薬品受入窓口で登録し

た毒劇物が、各研究室で二重に登録されていな

いかなど、IASOの使用状況についても定期的に

チェックしている。また今年度はIASOのサーバ移

設があり、これを支援した。 

・安全管理かわら版の発行 

 ＮＰＯ法人教育研究機関化学物質管理ネット

ワーク(ACSES)が発行している「ACSESニュース

レター」から、記事をピックアップした「安全管理

かわら版」を、毎月発行している。今年度は、か

わら版冒頭のトピック欄にて、「リスクアセスメント

対象物健康診断の開始」や「電気火災防止への

取り組み方」などを採り上げた。 

・安全管理についての情報提供・意見交換 

 安全への取り組みに関しては、他大学との情報

交換も重要である。昨年度に引き続き、「第 12

回北関東地区技術系職員 安全管理ワークショ

ップ」をオンラインにて開催した。今回は「化学物

質の自律的管理」をテーマとし、全 6 機関から合

計 43 名の参加者があった。 

また、高エネルギー加速器研究機構が主催す

る「第 22 回 関東甲信越地区技術職員懇談会」

において、「埼玉大学安全管理プロジェクトの紹

介」と題した発表をオンラインにて行った。 

これらの場において、活発な議論が交わされ、

各機関の安全への関心の高さがうかがえた。 

 

 

 

 

 

 

 

図. 「安全管理ワークショップ」における発表 

・法令改正への対応 

 「労働安全衛生規則等の一部を改正する省令」

により、化学物質の自律的管理が求められ、本学

でも今年度よりリスクアセスメントと安全教育が義務

化された。これらに向けて、昨年度末にリスクアセ

スメントの講習会やマニュアルの整備を行った。ま

た、化学物質の自律的管理を踏まえた、「安全管

理ガイドライン」の整備が必要となり、事務側の担

当者と本プロジェクトメンバーが協力して、作成に

あたった。 

・学科の安全教育への支援 

 工学部応用化学科からの依頼で、今年度も学生

実験ガイダンスにおける安全教育の講師を務めた。

今年度から学生実験においても担当教員がリスク

アセスメントを実施しているため、リスクアセスメント

についての説明も簡単に含めた。 

上記で示した活動以外にも、ヒヤリハット情報の

オンラインでの収集に向けて準備を行った。 

３．今後の展開 

大学の作業場では様々な状況が混在している

ため、各現場に即した安全管理の工夫が必要であ

る。そのため、外部の研究会への参加や他機関か

らの情報収集などを積極的に行い、適切な情報を

学内に提供できるよう努めたい。そして、教員・学

生を技術面で支援する技術職員として、今後も継

続して学内の安全管理に貢献してゆきたい。 

 

安全管理プロジェクト活動報告 
 

○小山哲夫 笠原美久 加藤美佐 黒土優太 今野茉理奈 佐藤亜矢子 田中協子 

徳永 誠 中島綾子 降矢久美子 結川達也 川原藤樹*1 川田良暁*2 小林邦宏*2 沼本啓良*3 

 

物質・生命科学系 *1 電気電子情報系 *2 機械建設系 *3 事務担当 
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1．はじめに 
 全学広報支援プロジェクトは 2012 年 10
月の発足以来、学内の情勢に応じてあらゆる

形の広報支援に携わってきた。近年は学内各

所の Web サイト（以下 HP）に関する支援

を主に活動している。 
 今年度は本学の情報メディア基盤センター

が提供する Web ホスティングサービスのサー

バ更新に伴い、HP の移行に関する相談や支

援要請が集中したので重点的に報告する。 
2．情報メディア基盤センターとの協働 
2.1 Web ホスティングサービスの役割分担 

情報メディア基盤センターでは、学内の教員

や組織を対象に、教育・研究もしくは業務に関

する情報公開を目的とした Web ホスティング

サービスを提供している。このサービスにおい

て、サーバの運用保守やアカウントの維持管理

は主に情報基盤課の技術職員が担当している。

一方で、HP そのものの作成や更新・管理は各利

用者が責任をもって担当する。しかしすべての

利用者が HP の運用に精通しているとは限らず、

時にはファイルの転送や設定などで困難に直面

することもある。情報メディア基盤センターで

は現状、利用者から問い合わせが寄せられても

個別に対応する余力がないため、本プロジェク

トを案内することで円滑な作業分担を実現して

いる。 
2.2 Web サーバの更新による移転作業 
 従来運用されてきた Web ホスティングサー

バは OS のサポート終了に伴い、2024 年 6 月末

をもってサービス終了を余儀なくされた。新た

に構築されたサーバは最新の OS に即して様々

な機能強化や環境設定の更新が図られた。その

結果、旧サーバ上で稼働していた HP をそのま

ま新サーバに移行させてもコンテンツが正常に

表示されないケースや、プログラムファイルの

設定不備を露呈するリスクもあり得ることが判

明した。 
前項でも述べた通り、利用者が設置したコン

テンツに係るセキュリティは利用者自身で担保

する必要がある。このため、サーバの更新にあ

たって情報メディア基盤センター側ではコンテ

ンツデータを移行せず、あくまで利用者が自ら

新サーバに HP を構築して動作確認する方針を

採った。適切な移行のタイミングは利用者によ

って異なるため、3 月下旬から約 3 か月の移行

期間を設けたが、移行中は利用者側で hosts と

いう OS ファイルを更新して名前解決を制御す

る必要があり、対応に苦慮する利用者が続出し

た。特に CMS（WordPress、MODX）で HP を

構築している場合はデータベースサーバの移行

も伴う上、利用者によっては CMS 自体や拡張

機能が新サーバの環境要件に適合しない不測の

事態も見受けられた。これらの諸問題に関連す

る支援作業は合計 30 件に及んだ。 
2.3 問い合わせ及び予約システムの移行 

事務組織によっては HP 上に問い合わせフォ

ームを設置しているが、新サーバではセキュリ

ティ対策によりメール送信機能を提供しない。

このため、PHP による自動返信機能を利用して

いたHPにはMicrosoft Formsへの移行を促し、

リンクの更新も担当した。また予約システムに

ついても同様の課題が生じたが、本プロジェク

トのメンバーに以前本学で展開された業務改善

推進プロジェクトでの活動経験者がおり、

Microsoft Bookings を活用したシステム移行の

知見が得られたことで問題解決に至った。 
3．今後の展開 

引き続き情報メディア基盤センターと協働し

つつ、新たな HP の構築プロデュースについて

も可能な限りの支援を心掛けたい。 

 

全学広報支援プロジェクト活動報告 

 

佐藤 甲輔 1*、小山 哲夫 3*、戸島 基貴 3*、中島 綾子 3*、 

齋藤 由明 3*、飯塚 武志 2* 

 

1機械建設系、2電気電子情報系、3物質・生命科学系
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１．はじめに 
 埼玉大学教育研究活動基本データベース

(Saitama university Research and Education Activity 
Database：略称 S-Read)とは、教員の教育・研究業

績を蓄積し、さまざまな方面での活用を目的とす

るデータベースシステムです。このシステムを学

内で開発し、運用するために当プロジェクトは発

足しました。 
 
２．経緯と目的 
 S-Read 以前にも当大学には教員のデータベ

ースシステムがあり、そのデータを用いて研究

者総覧を Web ページ上で公開していました。こ

のシステムは業者に委託して開発したもので、

運用にあたっては様々な問題点を抱えていま

した。これらの問題点を改善してほしいとのニ

ーズにこたえるため、開発を始めました。手始

めにデータベースと研究者総覧システムの開

発から着手して公開に至りました。 
 その後は教員活動報告書入力システム、およ

び教員評価ツールを開発し、運用しています。

これらは学内に散在するデータを一ケ所に集

積し、入出力の利便性を向上させ、利用者の負

担を軽減することを目的としています。 
 
３．システム構成 
 ハードウェアは本学、情報メディア基盤セン

ターよりサーバとなるコンピュータを提供し

ていただき、開発にはオープンソースソフトウ

ェアを使用することにより、コスト削減に貢献

しています（表 1）。 
 

表 1 システム構成ソフトウェア 
ＯＳ Linux 
プログラミング言語 PHP 
データベース MySQL 
フレームワーク CakePHP 

 

ユーザである各教員が Web ページからデー

タをデータベースシステムである S-Read へ入

力します。S-Read のデータは、必要なものが研

究者総覧に反映されます。教員活動報告書には

初期情報として毎年 5 月頃にデータがコピーさ

れ、ユーザは教員活動報告書入力システムを使

用してデータを修正、追記して完成させます。

完成したデータは教員評価ツールによって利

用されます。 
 
４．2024 年度の実施内容 
 システム改善の他、約 450 名の教員評価業務

に使用される教員活動報告入力システム、およ

び教員評価ツールの利用設定を教員評価スケ

ジュールに基づき実施しました。 
また、大学側の要請がある都度、必要なデー

タを抽出して評価室を通して提出しています。

今年度は新システム稼働のための抽出作業が

数多くあり、データの適切な型への変換に多く

の時間を費やしました。 
 新システムの導入にあたり、技術審査員を務め

ました。事前に定められた基準に照らし合わせて、

システムが要件を満たしているかを確認し、いく

つかの指摘を行いました。その結果、アップデー

トによる対応が予定されるか、根拠となる資料の

提示を受けることができました。 
 
５．活動終了 
 教員データのシステムは業者が作成した新

しいシステムへ移行しました。これは人員不足

によって旧システムのアップデートが困難に

なっていたことに加え、大学でサーバのホステ

ィングサービスが廃止されたことによります。 

現在は総合技術支援センターの管理下にはな

いシステムが稼働しておりますので、本プロジ

ェクトは目的を達成し、活動を終了いたします。 

 

教員データベース(S-Read)プロジェクト 
 

戸島 基貴 1*、飯塚 武志 2*、齋藤 由明 1* 

 
1物質・生命科学系、2電気電子情報系 
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１．はじめに 

全学の共同利用施設である科学分析支援

センターには約 50 台の分析機器が設置され

ており、多くの学生、教職員が利用している。

科学分析支援センターでは、３名の専任技術

職員が機器の講習や維持管理などを担当し

ている。しかし、専任技術職員だけでは全て

の機器をサポートできない。 
そこで本プロジェクトでは、専任の技術職

員だけでは対応しきれない機器について、機

器の講習、トラブルへの対応、学内外からの

依頼分析測定、機器のメンテナンスなどを行

っている（表１）。これにより、教育・研究

の質と量の向上に貢献することを目的とし

た全学支援プロジェクトである。 
 
表１ プロジェクト活動実績（2023 年度） 

 
２．本年度の活動内容 

プロジェクト構成員全員の臨席のもと機

器の選定作業を行った。元々の人員不足に加

え、機器担当者の定年退職等によりサポート

が手薄になっている機器の状況を確認し、そ

れぞれの技術職員が持つ化学系・生物系・環

境系などのスキルに応じて担当機器を決定

した。これにより、先任者からのサポート業

務の引継ぎ体制を整えた。 
また、今年度新たに採用され本プロジェク

トに参加してくれた技術職員については、本

人の希望を確認し、スキルや適性を考慮した

うえで、X線回折装置、X線光電子分光装置、

透過型電子顕微鏡を担当することとした。最

初は、一般利用者と同様に担当機器の使用ラ

イセンスを取得してもらった。その後、何度

も機器を使用して操作に習熟してきたら、測

定が比較的簡単な試料から依頼分析を担当

してもらった。今後は、学生への機器講習や

簡単なトラブル対応、定期的なメンテナンス

にも対応してもらう予定である。なお、透過

型電子顕微鏡は機器の故障によりライセン

ス取得ができていない。修理が完了次第、ラ

イセンス取得から再開する予定である。 
また、今年度はプロジェクトメンバー１名

が急遽年度末で退職することとなった。その

ため、担当機器の引継ぎのため臨時の選定作

業を行い、若手の技術職員を中心に引継ぎを

進めることになった。新たに担当機器が決定

したものの、引継ぎ期間が短いため、現在も

引継ぎ作業を継続中である。 
 

 
維持管理技術継承中の機器 
高輝度二次元Ｘ線回折装置 

 
３．まとめ 

退職者からの機器の引き継ぎは今後も発生

する。できるだけ早めに引き継ぎ作業をおこな

うことで、各人の一時的な負担を軽減できるよ

うにしたい。 

 

科学分析機器管理支援プロジェクト活動報告 

 

○新美智久 1、徳永 誠 1、小山哲夫 1、田中協子 1、佐藤亜矢子 1、中島綾子 1、結川達也 1、 

笠原美久 1、黒土優太 1、今野茉理奈 1、降矢久美子 1、齋藤由明 1、加藤美佐 1、髙宮健吾 2、 

 
1物質・生命科学系、2電気電子情報系 

機器講習 210 件 

トラブル対応 103 件 

機器メンテナンス 81 件 

学内依頼分析 507 件 

学外依頼分析 224 件 
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実習工場試作業務プロジェクト活動報告 2024 

 

○坂下 岩 1、佐藤 清美 1、野田 匠利 1、山﨑 次男 1、石野 裕二 1、川田 良暁 1、三木 将仁 1 

 

１．目的 

 当プロジェクトの目的は、学内の各研究

室の研究・実験等を支援するため、依頼に

応じて実験装置や部品などの加工を行うこ

とである。その際、依頼者と使用目的に適

した設計や加工方法等について十分な話し

合いを行い、正確かつ迅速で効率的な加工

サービスを提供している。また、実験装置

への追加工や修理なども行っている。 
 

２．依頼加工件数 

22 件 

 

３．主な加工品 

今年度に加工を依頼された 22 件の試作

品の中から主なものを図 1～5 に示す。ま

た、使用した工作機械等についても合わせ

て示す。 

図 1．ラボジャッキ用ねじ 

（旋盤） 

 

図 2．固定絞りスリット 

（マシニングセンタ） 

図 3．くさび形障害物 

（ワイヤ放電加工機） 

 

図 4．銅カバー 

（複合加工機） 

 

図 5．O リング溝 

（フライス盤、マシニングセンタ） 

 

４．まとめ 

 今年度は平年並の依頼件数であった。

実験装置全体を製作するような依頼はな

く、学生の技量では手に負えないような

装置の一部品の製作や既存部品への追加

工や材質を変えた同等品の製作が多かっ

た。 

1機械建設系 
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１． はじめに 

電気工作ショップは、電気・電子の知識や工作技

術を用いて埼玉大学全学を対象に教育・研究活動を

支援するため、総合技術支援センターのプロジェク

トとして活動を行っています。 

活動拠点は電気電子物理工学科棟１号館１階

の電気工作ショップ室ですが、依頼内容によっ

ては現地に出向いての対応となります。 

作業内容によりメンバーの中より適任の人材

を選択し、個人または複数で対応しております。 

現在のメンバーは、電気電子情報系技術職員

5名、機械建設系技術職員 1名、計 6名です。 

また、電気工作ショップは、基板加工機（図

１）を所有しており、電気回路設計 CAD を用い

て、オリジナルの回路基板を作成することがで

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 基板加工機 

 

２．依頼業務 

電気工作ショップに持ち込まれる依頼業務の

中には数時間で終わる簡単な物から数年程度

の期間を要する高度な依頼内容まで含まれて

います。これらの依頼は技術相談や学生への工

作指導なども含まれており、長期間の案件も複

数あり、現在も活動中のものもあります。 

 

3. 本年度行われた依頼業務の一例 

 本学は脱炭素に向けて様々な取組が行われ

ております。その中で昨年に引き続き、電気電

子物理の教員による子供たちに太陽光発電を

体験してもらう電気工作（ソーラーカー）ワー

クショップに技術協力しました。（図 2） 

図 2 試作したソーラーカー 

 

また本年度より本学黒川理事を中心に脱炭素

推進省エネ WGが発足され、当プロジェクトか

ら隔週の会議に 3名参加しており、夏季におけ

る工学部講義棟 55番教室の「エアコン電力使

用量調査」＊に協力いたしました。 

測定結果例（図 3）より、エアコン設定温

度など、さまざまな問題点が浮き彫りになりま

した。今後検討していく予定です。 

 

図 3 夏季における工学部講義棟 55 番教室の

エアコン電力使用量測定結果例 

（青：電力量 赤：教室内温度） 
 
４．まとめ 
 電気工作ショップでは、日々、教育・研究で幅広

く電気の世界に携わっている我々メンバーの知識が

皆さんのお役に立てればと願い、ご相談を受け付け

ております。 
 
＊工学部講義棟電力測定にあたり、前・総合技術支援

センター長、前山先生には大変お世話になりました。 

 

電気工作ショッププロジェクト活動報告 2024 
 

〇川原藤樹、高橋一成、髙宮健吾、德田大鷹、飯塚武志 

（電気電子情報系） 

石野裕二（機械建設系） 
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のための実験装置・部品試作の他にオープン

キャンパス・オープンラボ，出張授業等で必

要な装置や部品の依頼も多かった．本年度の

依頼の多くが 3D プリンタを用いた試作依頼

であった．3D プリンタを用いた試作依頼の例

を Fig. 2 から Fig. 4 に示す．また本年度から

導入したレーザ加工機での加工例を Fig. 5 か

ら Fig. 7 に示す．これは木材，樹脂板の切り

抜き加工，マーキングが可能である． 
オープンイノベーションセンタ主催の

「3D-CAD&3D プリンタ研修」は，主にさい

たま市内の社会人を対象に，3D-CAD 初心者

からでも参加できる 6 つの研修コースがある．

そのうち本プロジェクトでは，より高度なコ

ースである，「3D-CAD 演習」「応力解析」

「3D-CAD で 2 次元設計」の 3 つコースの講

師を担当した(Fig. 8)． 
４． 終わりに 

本年度は，去年度よりも 3D プリンタでの試

作依頼が増加し，レーザ加工機による装置・機

器・部品製作も可能となった．3D-CAD&3D プ

リンタ研修の受講人数，担当件数も増加してい

る．今後もできるだけ多くの依頼を受注する． 

 

 
Fig. 4 3D プリンタによる装置製作例 3 

 

 
Fig. 5 レーザ加工機製作例 1 

 
Fig. 6 レーザ加工機製作例 2 

 

 

Fig. 7 レーザ加工機製作例 3 
 

 
Fig. 8 3D-CAD&3D プリンター研修 

 
https://park.saitama-u.ac.jp 

/~3dpro/index.html 
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1. はじめに 
 本プロジェクトはガラス細工技術を通じて学内

における教育・研究支援と地域貢献を目的として

活動している。 
 
2. 学内支援 

2.1 実験用ガラス器具・装置の製作・修理 
 大学内において、バーナーワークによる実験用

ガラス器具や装置の製作・修理に携わっている。

今年度は、4 学科 18 研究室から依頼を受け、ト

ラップ、シュレンク管、ジムロート、フランジ付きセ

ル、ビュレットなど、多数の器具を修理・製作した。 

 
2.2 学内ガラス細工講習 
学科や研究室からの依頼を受けて、ガラス細工

講習会を実施している。今年度も、基礎化学科

の学生実験において、ガラス細工実習の講師を

務めた。 
 

2.3 公開事業支援 
 大学の公開事業において、ガラス細工の実演

を披露している。むつめ祭にあわせて開催された

「工学部オープンラボ」において、ガラス細工の

実演と作品の展示を実施した。 
 

3. 地域貢献 
3.1 高等学校教員を対象とした講習会 

 埼玉県内高等学校の理科系教員を対象として、

初歩的な内容から器具の製作・修理方法など、

参加者の経験や要望に合わせて講習を実施し

ている。今年度は、夏季に 4 日間開催し、延べ

26 名の教員が講習を受講した。 
  

3.2 高等学校生徒を対象とした講習会 
 高等学校で行う出張授業と学内で開催する体

験実習の二つの形式で活動している。今年度は

出張授業 2 件と、体験実習 7 件を開催し、合計

約 150 名の生徒が講習を受講した。 
 
4. その他の活動 

4.1 中国・済南大学教員へのガラス細工実演 
 本学協定校である中国・済南大学から教員が

来訪した。その際に、本学の研究活動紹介の一

環として、ガラスの鶴の製作を実演した。中国で

は、2 対の鶴が縁起の良い象徴とされているよう

で、製作した 2 羽の鶴を訪問の記念に贈呈し

た。 
 

4.2 東北大学ガラス工場見学 
本プロジェクトに新たなメンバーが加わったこと

を受け、設備見学および技術交流を目的として、

東北大学多元研究所および理学部ガラス工場

を訪問した。旋盤を使用した加工や、バーナーを

用いた作業の様子を見学し、多大な刺激を受け

た。 
 
4.3 ガラス工作技術シンポジウムへの参加 

 ガラス工作技術シンポジウムは、国公立機関に

勤務するガラス技術者の会（CONNECT）が主催と

なり、隔年で開催されている。第 11 回ガラス工作

技術シンポジウムは、コロナ禍の延期を経て、6 年

ぶりに富山大学にて開催された。全国の大学や研

究機関、企業から 43 名の参加があり、活発な議論

がなされた。また、今回は実技を取り入れた「技術

交流会」が企画され、実際に体験することで新たな

知識や発見を得る機会となった。 
 
5. まとめ 
今年度は、例年の活動に加えて、東北大学へ

の訪問やシンポジウム参加など、他大学の技術

職員と技術交流をする機会を多く持つことができ

た。また、新たなメンバーも加わったこともあり、こ

れまでの技術を継承しつつ、新しい知識も取り入

れながら、活動を進めていきたい。 

ガラス細工技術支援プロジェクト活動報告 

 

○笠原美久１、黒土優太１、今野茉理奈１、齋藤由明１、佐藤亜矢子１、髙宮健吾２、徳永 誠１、戸島基貴１ 
１ 物質・生命科学系、2 電気電子情報系 
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1.はじめに 

本年度も、昨年度と同様に、ものづくり教室プロ

ジェクトが主催し学内イベントとして、『夏休みも

のづくり体験教室』を、学外では『出張ものづくり

教室』をそれぞれ開催した。いずれも、さいたま市

内在住の小学生を対象とした。 

 

2.主催イベント 

2.1夏休みものづくり体験教室2024 

 開催日時：2024年8月7日（水）終日 

 場所：埼玉大学工学部 

 テーマ1：キャップシューター 

 テーマ2：取れない？ビー玉 

 募集人数：各テーマ午前午後共に10名 

 

 
写真1 完成品 キャップシューター 

 

 
写真2 完成品 取れない？ビー玉 

 

2.2出張ものづくり教室 

 開催日時：2024年8月27日（火）午後 

場所；さいたま市立宮原小学校※ 

 テーマ：段ボールパタパタ 

 募集人数：15名ずつ2回 

※本年度宮原児童センターは、大規模改 

修工事のため実施日は休館中だったため、 

【さいたま市立宮原小学校】で実施した。 

 

 
写真3 完成品 段ボールパタパタ 

 

 
写真4 作業の様子 

 

3.おわりに 

 本年度のプロジェクトメンバーは、昨年より1名

減の13名である。 

昨年度は電気工作系のテーマを担っていたメンバー

が、全員退職してしまった。新たに1名が電気電子

情報系よりプロジェクトメンバーとして加入したが、

新規採用者と言う事もあり、主導でイベントを行う

のは酷と言う事もあり、今年度は電気工作系のテー

マは開催を辞退した。 

今後の課題としては、電気工作に通じているメンバ

ーを、新たに加える等の必要がある。 

 

ものづくり教室プロジェクト 2024 活動報告 
 

〇小林邦宏 1※、山﨑次男 1※、佐藤清美 1※、石野裕二 1※、坂下岩 1※ 

川田良暁 1※、三木将仁 1※、野田匠利 1※、藤田明人 1※、 

佐藤甲輔 1※、引間俊文 1※、畠山 健 1※、德田大鷹 2※ 
1※機械建設系 2※電気電子情報系 
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1.2.委員会活動報告 

総合技術支援センターでは、業務を円滑に行うために「マルチメディア

システム委員会」「技術発表委員会」「広報委員会」の各委員会を設置し

ています。
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1. はじめに

マルチメディアシステム（MMS）委員会は

総合技術支援センター（以下、センター）の

所有する情報機器及び情報通信技術（以下、

ICT）等に関する環境を維持・管理し、それを

改善するための方策について企画・立案し、

実施するために設置されています。 

2. 活動概要

委員は「機械建設系」「電気電子情報系」「物

質・生命科学系」の 3 系より ICT に対し豊富な

知識を持つ人物が選抜されています。通常任期

は 2 年（再任可）と定められていますが、専門

性が高いという仕事の性質上、再任を重ね長

年にわたって携わっている委員もいます。以下

では主な活動を紹介いたします。

2.1 Web サーバの運営およびセンターホームペ

ージの作成・更新

学内外に向けてセンターの情報を発信する

ために Web サーバを運営しホームページを開

設しています。発信するコンテンツは広報委員

会や技術発表委員会等の委員会活動の報告や

お知らせ、各プロジェクトと連携してセンター

主催のイベント活動の告知や各種お知らせ等

を適宜更新しています。

また、センターの各プロジェクト業務で運営

している個別の Web コンテンツのサーバ管理

も当委員会でとりまとめています。

今年度は本学の Web ホスティングサーバ更

新に伴い、従来のCMSが動作しなくなるため、

クラウドサービスにセンターのホームページ

を移行しました。また、本学で開催される「2025
年度 埼玉大学 機器・分析技術研究会」の専用

サイト構築について提案や支援を行いました。 
2.2 情報機器の管理 

センター所有のコンピュータやファイル共

有サーバ、Web サーバ等の維持管理を行います。 
また、所有している機器のソフトウェアを定

期的にアップデートし、快適で安全な環境で使

用できるようメンテナンスを行っています。

図 センターHP（https://www.tsd.saitama-u.ac.jp/） 

2.3 ネットワークの管理 

センターを示す tsd というドメインを管理し

ています。具体的には新規導入の情報機器の登

録やセンター管理の LAN ルータの設定、IP ア

ドレスの割当などを行います。また、必要に応

じてサブドメインの割り当てや設定を行いま

す。 

2.4 メールサーバの管理 
 本学ではメールサーバをネット上のクラウ

ドサーバで行うことになりました。実質的にサ

ーバそのものの管理はなくなりましたが、メー

ルサービスの設定等が残っています。また、当

センターで使用するメーリングリストの管理

を行っています。

3. まとめ

MMS 委員会ではセンターにおいて ICT 機器

が安全で快適に運用できるよう維持・管理し、

業務の効率化を促進していきます。また、日々

進歩する ICTに対応できるよう自己研鑽に励ん

でスキルアップに努めていきたいと思います。 

マルチメディアシステム委員会活動報告

高橋一成*2、川原藤樹*2、野田匠利*1、佐藤甲輔*1、小山哲夫*3 

*1 機械建設系、*2 電気電子情報系、*3 物質・生命科学系
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１. はじめに

技術発表委員会は、毎年開催している技術

発表会の企画・運営と技術職員自身の希望に

より実施する自主研修の取りまとめを行っ

ている。技術発表会は発表を通して技術職員

の活動を紹介し、学内外からの参加者との意

見交換や情報交換により、更なる技術の向上

や新たな業務につながる重要な機会となっ

ている。また、自主研修は通常の業務に支障

のない範囲で新たな技術や知識の習得を目

指す活動であり、個々の能力や技術力の更な

る向上を図るための重要な機会となってい

る。 
2024 年度の技術発表委員会の活動につい

て以下に報告する。 
２. 第 35回技術発表会の開催

今回の発表会では従来の口頭発表とポスタ

ー発表のほかに、特別企画として「造幣局さい

たま支局」での工場見学を催した。 
 口頭発表会場では、坂井学長および石井理

事・研究機構長の挨拶から始まり、総合技術支

援センターの活動報告、定年記念講演、プロジ

ェクト活動報告、自主研修報告の各発表がなさ

れた。昼の休憩の後、造幣局さいたま支局へバ

スで移動し、支局内を見学した。見学者からは

支局の担当者に対して様々な質問がなされた。

その後、埼玉大学に戻りポスター発表となった。

合計 10 件のポスター発表があり、活発な議論

が交わされた。新しい試みもあり、いつも以上

に活気のある発表会となった。 
３. 自主研修の実施

 自主研修は個人研修・グループ研修・講習

会の３つのカテゴリーからなり、技術発表委

員会ではこれらの申請を取りまとめ、内容を

確認したうえで技術長会議に諮るという一

連の手続きを担っている。2024 年度はグルー

プ研修として「機器分析支援体制の充実に向

けた XRD の計測技術習得」が、講習会として

「実習工場の見学・ものづくり体験」の計２

件の申請があった。いずれも滞りなく終了し、

先に記した第 35 回技術発表会において、そ

れぞれポスター発表と口頭発表にて成果の

報告がなされた。 

４. まとめ

技術発表会および自主研修は、いずれも知

識や技術を習得するための活動であり、技術

職員が教育・研究に貢献するための技術力向

上につながる機会でもあるため、積極的に参

加・活用してもらいたいと考えている。技術

発表委員会ではこれらを支援するために、

様々なアイデアを取り入れた活動を今後も展

開してゆきたい。

図. (左から) 第 35 回技術発表会ポスター、造幣局見学の様子、ポスター発表の様子 

技術発表委員会報告 
徳永 誠*3、小林 邦宏*1、三木 将仁*1、髙宮 健吾*2、德田 大鷹*2、佐藤 亜矢子*3、黒土 優太*3 

*1 機械建設系、*2 電気電子情報系、*3 物質・生命科学系
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1. はじめに 
広報委員会は、総合技術支援センターの活

動を効果的に学内外に広報するために、2 年

に一度作成されるセンター紹介パンフレッ

トの発行、および年数回発行する NewsLetter
の作成等について企画・立案し、編集・発行

を行っている。 
 
2. パンフレット 

パンフレットは隔年で発行され、今年度は、

発行年であるため、掲載内容等についての調

整を行った。今年度からは印刷部数を 500 部

から 200 部に変更した。図 1 にその内容を示

す。 

図 1 パンフレット 
3. NewsLetter 

NewsLetter は、今まで行ってきた各プロジ

ェクトの実施報告や、新人の紹介、他大学や

全国・地域の大学の技術系職員が行う研究会

等への参加報告などを掲載している。 
pdf 版（A4 表 1 枚）のみとし、2024 度は 4

回発行した。 
 掲載した内容を表 1 に、No.34～No.37 の

Newsletter を図 2～5 にそれぞれ示す。 
 

4. まとめ 
NewsLetter は、電子媒体での配布に移行し

たことから、A4 で 1 枚となり、これまでより

も、実際のイベントの実施時期と発行月に差

が出ないよう、発行できたと思う。 

 
広報委員会 

 
佐藤清美*1、石野裕二*1、引間俊文*1、高宮健吾ﾞ*2、笠原美久*3、降矢久美子*3、沼本啓良*4 

 
*1 機械建設系、*2 電気電子情報系、*3 物質・生命科学系、*4 事務担当 

 
表 1 ニュースレターの掲載内容 

No.34  (2024 年 5 月発行) 

・新人紹介（今野茉理奈 専門技術員、 
徳田大鷹 専門技術員） 

・第 34 回技術発表会を開催しました 
・センターからのお知らせ 

No.35  (2024 年 9 月発行) 

・ガラス細工講習会開催報告 

・ものづくり教室活動報告 

No.36  (2024 年 12 月発行) 
・工学部オープンラボに参加しました 
・北関東地区技術系職員安全管理ワークショ

ップを本学で開催しました 
No.37  (2025 年 2 月発行) 
・第 35 回技術発表会開催のご案内 
・新人紹介（蓮見拓也 専門技術員） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 NL No.34    図 3 NL No.35 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 NL No.36    図 5 NL No.37 
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2．教育、研究支援業務 
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2.1. 学生実験等の教育に係る支援業務 
理学部・工学部における学生実験・学生実習において、器具・装置および薬品

の準備・管理、実験室の整備、指導補助ならびに安全教育を担当しています。ま

た、科学分析支援センターおよび実習工場での、機器・装置の講習やメンテナン

ス、情報メディア基盤センターでの情報教育など、教育現場において幅広く技術

的な支援をしています。  
 

＜基礎化学科＞ 
「化学基礎実験 I」（1 年、3・4 ターム、月 3~5 限）  

「化学基礎実験 II」（2 年、3・4 ターム、木 3~5 限）  

「合成・解析化学実験 I」（3 年、1・2 ターム、月・火 3~5 限）  

「化学実験」（物理・生体制御学科 2 年、2 ターム、金 4~5 限）  

 

＜分子生物学科＞ 
「基礎生物学実験」（2 年、1・2 ターム、水 3~5 限）  

「基礎生化学実験」（2 年、3・4 ターム、金 3~5 限）  

「分子生物科学実験 I」（3 年、1・2 ターム、月・火 3~5 限）  

「分子生物科学実験 II」（3 年、3・4 ターム、月・火 3~5 限）  

 

＜生体制御学科＞ 
「基礎生体制御学実験」（2 年、1・2 ターム、木 3~5 限）  

「生体制御学実験 I」（2 年、3・4 ターム、木 3~5 限）  

「生体制御学実験 II」（3 年、1・2 ターム、月 3~5 限）  

「生体制御学実験 III」（3 年、1・2 ターム、火 3~5 限）  

 

＜物理学科＞ 
「物理学実験 II」（3 年、1・2 ターム、火・水 3~4 限）  
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＜機械工学・システムデザイン学科＞

「機械設計製図 I」（2 年、1・2 ターム、水 3~5 限）  

「機械工学実験 I」（2 年、3・4 ターム、水 3~5 限）  

「機械工学実験 II」（3 年、1・2 ターム、火 3~5 限）  

「機械工作実習」（3 年、通年、木 3~5 限）  

「ものづくり実習」（3 年、3 ターム、木 3~5 限）  

「工学入門セミナー」（1 年、3・4 ターム、月 3~5 限）  

＜電気電子物理工学科＞

「工学入門セミナー」（1 年、3・4 ターム、月 3~5 限）  

「電気電子物理工学実験 I」（2 年、3・4 ターム、水 3~5 限）  

「電気電子物理工学実験 II」（3 年、1・2 ターム、木 3~5 限）  

＜応用化学科＞

「応用化学実験 I」（2 年、1・2 ターム、火・木 3~5 限）  

「応用化学実験 II」（2 年、3・4 ターム、火・木 3~5 限）  

「応用化学実験 III」（3 年、1・2 ターム、火・木 3~5 限）  

「応用化学実験 IV」（3 年、3・4 ターム、火・木 3~5 限）  

「情報基礎」（1 年、1・2 ターム、水 3 限）  

「工学入門セミナー」（1 年、3・4 ターム、月 3~5 限）  

安全教育、実験廃液についての教育（前・後期学生実験ガイダンス内）

＜環境社会デザイン学科＞

「環境社会デザイン実験」（3 年、1・2 ターム、火 3~5 限）  

「測量学実習」（3 年、3・4 ターム、金 3~4 限）  
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2.2. 卒業研究、大学院研究等に係る支援業務 
技術職員は、それぞれの専門性を生かし卒業研究生、大学院生および教員の研

究活動を支援しています。

＜機械工学・システムデザイン学科＞

・卒業研究支援 25 件  

・博士前期研究支援 41 件  

・博士後期研究支援 1 件  

・ものづくり創造演習支援 2 件  

・共同研究等

株式会社イワキ ベアリングレス磁気浮上ポンプの開発

他非公開 1 件  

19th International Symposium on Magnetic Bearings (ISMB19) 実行委員  

第 37 回「電磁力関連のダイナミクス」シンポジウム  (Sead 37) 実行委員  

＜電気電子物理工学科＞

・卒業研究支援 36 件  

・博士前期研究支援 58 件  

・博士後期研究支援 7 件  

・その他研究支援

工学部サイエンススクールへの参加

脱炭素推進部門省エネ WG に参画  

＜応用化学科＞

・卒業研究支援 16 件  

・博士前期研究支援 17 件  

・博士後期研究支援 3 件  

＜環境社会デザイン学科＞

・卒業研究支援 51 件  

・博士前期研究支援 32 件  

・博士後期研究支援 3 件  
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2.3．科学分析支援センター 

科学分析支援センターには多数の大型分析機器が設置されており、機器予約システムを通じて効率

的に運用されています。これらの機器に対しては、表 1 に示すように、装置講習、装置メンテナンス、

トラブル対応に加え、学内外からの依頼分析など、さまざまな業務を科学分析支援センター担当の技

術職員が中心となって担っています。さらに、アイソトープ実験施設や動物飼育室といった共同利用

施設の維持管理、液体窒素の供給、実験で排出される無機・有機廃液等の回収、構内排水の分析など、

多岐にわたる業務を通じて、教育・研究活動を幅広く支えています。 

 

表 1 科学分析支援センターへの主な支援内容 

装置講習 260 件 

装置トラブル対応 79 件 

装置メンテナンス 82 件 

学内依頼分析 484 件 

学外依頼分析 137 件 

 

 

 

2.4．実習工場 
実習工場においては、学内各所からの試作依頼加工(2024 年度 22 件)、実習工場内の工作機械利用

者（延べ 860 人）へのサポートをはじめ、工作機械の使い方講習、安全作業講習、実験装置等の設計

アドバイスや製作法のコンサルティング、工作機械を含む工場施設の保守管理を行っています。また、

機械工作実習については、講義で製作するテーマの考案や図面作成、資材準備などの運営全般を行っ

ています。試作依頼品加工の詳細につきましては、プロジェクト活動報告のページをご覧下さい。 
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2.5．その他の業務 
上記の他に、所属する系を越えて、以下の各業務を技術職員全体で支援しています。

①薬品受入窓口当番業務

当センターでは、教員が購入した劇毒物について、薬品管理システムへの一括入力を担当していま

す。この作業は、半期ごとに各系の担当者を決め、シフトを組んで進めています。

②実験系廃棄物回収支援業務

本学では、実験廃液を中心とした実験系廃棄物を毎月回収し、業者に委託して処理をしています。

この回収業務を実験系廃棄物担当の技術職員と共に、各系の技術職員が交代で行っています。

③構内排水分析支援業務

本学では、さいたま市の依頼を受けて「排除下水の自主分析結果等」の報告を毎月行っています。

その報告内容の1項目であるVOC濃度測定を分析担当の技術職員が行っています。分析用の検体は、

学内下水管の最終放流口（公共下水道への接続地点）の排水を採取しますが、この排水採取業務は危

険を伴うため複数人での作業が必須となります。この業務を分析担当の技術職員と共に物質・生命科

学系の技術職員が交代で行っています。また、異常値が検出された際には、その原因究明のため、各

建物脇の実験系排水桝の排水分析が必要となります。その際の排水採取業務も支援しています。

④情報メディア基盤センター・情報基盤課支援業務

情報メディア基盤センターは、全学情報基盤の構築・運用を行うほか、学生・教職員のネットワー

クトラブルの相談窓口にもなっております。特に新学期やシステム変更の直後などは、専任の技術職

員だけでは過負荷となる為、総合技術支援センターから予め支援要員を割り当て、情報メディア基盤

センターの業務を支援しています。 

 この他にも、各学科において、共通実験装置やネットワーク・各サーバおよび教育用システムの維

持・管理、安全点検パトロールや薬品管理などの安全衛生管理業務、ホームページの管理やパンフレ

ットの作成などの広報活動業務、集中配管ガスの管理やインフラの不具合対応など、幅広く支援して

います。 
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2.6. 業務に関連する資格の取得状況
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3．第 35 回技術発表会 

本稿はプロジェクト活動を除く発表概要を掲載しています。 

各プロジェクトの概要につきましては「1.1. プロジェクトの活動報告

（全学支援・地域貢献）」をご覧ください。
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第 35 回 技術発表会プログラム 

令和 7 年 3 月 4日（火） 

会場：総合研究棟 1号館 1階シアター教室・ラウンジ 

9:30-10:00 受付 

10:00-10:15 開会挨拶 山崎次男（総括技術長） 

学長挨拶 坂井貴文（埼玉大学学長） 

機構長挨拶 石井昭彦（研究機構長） 

（座長：佐藤清美） 

講演１ 

10:15-10:30 総合技術支援センター活動状況概要 

髙橋一成（電気電子情報系 技術長） 

定年記念講演 

10:30-11:00 定年記念講演―40年間を振り返って 

山崎次男（機械建設系） 

講演２ 

11:00-11:20 全学広報支援プロジェクト活動報告 

○佐藤甲輔、小山哲夫、戸島基貴、中島綾子、齋藤由明、飯塚武志

講演３ 

11:20-11:40 学内版ものづくり体験  ～実習工場体験を通じて他分野と交流する～

中島綾子（物質・生命科学系） 

11:40-12:40 ========= 昼食・休憩 ========== 

特別見学 造幣局さいたま支局 

12:40  集合場所 事務局棟奥駐車場 （産廃置き場前） 

13:00  埼玉大出発 

14:00-15:30 見学 

15:40  造幣局出発 

16:00  埼玉大到着 
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ポスター発表  

16:15-17:00  総合研究棟 1 号館ラウンジ 

 

プロジェクト報告 

科学分析機器管理支援プロジェクト活動報告 

〇新美 智久、笠原美久、加藤美佐、黒土優太、小山哲夫、今野茉理奈、齋藤由明 

佐藤亜矢子、髙宮健吾、田中協子、徳永 誠、中島綾子、降矢久美子、結川達也 

 

安全管理プロジェクト活動報告 

〇小山哲夫、川田良暁、小林邦宏、川原藤樹、加藤美佐 

笠原美久、黒土優太、今野茉理奈、佐藤亜矢子、田中協子 

徳永 誠、中島綾子、降矢久美子、結川達也、沼本啓良 

 

電気工作ショッププロジェクト活動報告 2024 

○川原藤樹、飯塚武志、高橋一成、髙宮健吾、德田大鷹 

 

3D-Design プロジェクト成果報告 

○石野裕二、山崎次男、佐藤清美、坂下岩、野田匠利、三木将仁 

高橋一成、高宮健吾、川原藤樹、結川達也、戸島基貴 

 

ガラス細工技術支援プロジェクト活動報告 

〇笠原美久、黒土優太、今野茉理奈、齋藤由明 

佐藤亜矢子、髙宮健吾、戸島基貴、徳永 誠 

 

教員データベース（S-Read）プロジェクト活動報告 

〇戸島基貴、飯塚武志、齋藤由明 

ものづくり教室プロジェクト活動報告 

〇小林邦宏、石野裕二、川田良暁、坂下 岩、佐藤清美、德田大鷹、野田匠利 

三木将仁、山﨑次男、藤田明人、佐藤甲輔、畠山 健、引間俊文 

 

実習工場試作業務プロジェクト活動報告 2024 

〇坂下 岩、石野裕二、川田良暁、佐藤清美、野田匠利、三木将仁、山﨑次男 

 

自主研修報告 

機器分析支援体制の充実に向けた XRD の計測技術習得 

〇黒土優太、今野茉理奈、中島綾子 
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出張報告 

令和 5・6年度技術研究会出張報告 

○野田匠利

17:00-   閉会の挨拶 金子裕良（総合技術支援センター長） 

閉会 

======================================================= 

17:30   技術交流会  バル・メリンの森（埼玉大学教職員食堂） 
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１．はじめに 

技総合技術支援センターでは、35 名の技術職員

（再雇用、併任を含む）が、「機械建設系」「電気

電子情報系」「物質・生命科学系」の 3 系に分かれ、

個々の専門知識や技術を活かして、理学部、工学部

及び理工学研究科の教育・研究や共用施設における

運営を支援している。また、必要な業務に応じたプ

ロジェクトを組織して学内外の多様な依頼に応じて

いる。 

２．今年度の活動状況 

 コロナ禍による影響も薄まり、我々の業務も

日常を取り戻しつつある。以下に主なプロジェ

クトの活動を紹介する。 

2.1 科学分析機器管理支援 

科学分析支援センターの分析機器の装置講習、

維持管理、依頼分析などを支援している。今年

度は、常態化する人員不足に対処すべく、役割

分担を見直し、安定運用に努めた。 

2.2 教員データベース(S-Read) 

本学の「教育研究活動基本データベース(S-

Read)」を独自に開発し、その管理・運用を手が

けている。今年度は、システム改善の他、新シ

ステムへの移行のための抽出作業や技術審査

を行った。 

2.3 3D-Design 

3D-CAD によるモデル設計や 3D プリンタ

ー，レーザ加工機による造形サービス等を提供

している。今年度も、各部局から 30 件を超える

依頼に対応した。また、オープンイノベーショ

ンセンター主催の「3D-CAD&3D プリンター研

修」への講師の派遣を行った。 

2.4 安全管理 

教育・研究現場の安全管理活動全般を支援し

ている。今年度も、薬品管理システムの運用支

援、化学物質の安全管理に関するかわら版の発

行、学生実験安全教育への対応、安全管理に関

する他大学との情報交換・提供など、全学の安

全を維持するための活動を継続して行った。 

2.5 全学広報支援 

学内のホームページに関する様々な支援をメ

インに活動している。今年度は、本学の情報メ

ディア基盤センターが提供する Web ホスティ

ングサービスのサーバ更新に伴い、HP の移行

に関する相談や支援要請が集中した。 

2.6 電気工作ショップ 

電気・電子の知識や工作技術を活用した支援

を行っている。今年度は、本学が脱炭素化に向

けた様々な取り組みに対して、電気の技術で支

援した。 

2.7 実習工場試作業務 

学内の各研究室の研究・実験等を支援するた

め、依頼に応じて実験装置や部品などの加工を

行っている。今年度は 20 件の依頼に対応した。  

2.8 ガラス細工技術支援 

ガラス細工技術を活用した教育・研究支援と

地域貢献活動を行っている。今年度は、4 学科 

18 研究室から依頼を受けた。地域貢献活動で

は、高等学校教員や生徒を対象に、学内での実

習や出張授業実施し、延べ 170 名以上が受講し

た。 

2.9 ものづくり教室 

ものづくり教室を通した地域貢献活動を行っ

ている。今年度は、学内にて『夏休みものづく

り体験教室』を、学外では『出張ものづくり教

室』をそれぞれ開催した。 

この他にも、情報メディア基盤センターの支

援や毒劇物薬品受入、廃液回収作業、排水分析

など日常業務に付随した支援も協力体制を組

み、技術職員全員で対応している。 

３．おわりに 

 人手不足が叫ばれる昨今、我々の組織でもこ

の問題に直面している。学内外からの多様な依

頼に十分に応えられるよう、個々の能力や技能

を向上できる環境づくりと柔軟なチームワー

クの構築がますます重要となると考える。 

総合技術支援センター活動状況概要

高橋 一成 

電気電子情報系 
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定年記念講演 

40 年を振り返って 

山﨑次男 

機械建設系 

1．はじめに 

1985（昭和 60）年 4 月に埼玉大学に文部技官

として採用されたことにより、技術職員としての

人生が始まりました。埼玉大学における略歴を以

下に示します。 

1985(S60).4.1 採用され工学部実習工場配属 

1989(H1).4.1 工学部機械工学科に配置換 

2004(H16).4.1 専門技術員に職名変更 

2006(H18).4.1 技師に昇任 

2011(H23).4.1 主任技師に昇任 

2022(R4).4.1 総括技師に昇任 

2025(R7).3.31 定年退職 

2．実習工場時代（1985-1989） 

1985 年 4 月に埼玉大学に採用され、最初に配

属されたのが実習工場となります。国鉄 （在 の

JR）から再雇用されていた島田さんが 籍してお

り、そこに 2名の新人（入戸野、山﨑）が配属さ

れ、3 名で工場の運営を行うことになりました。 

実習工場における主な業務に実習指導があり

ます。新人が 2名となったことから、機械系技術

職員全員で実習を担当する体制となりました。各

班 2名で構成し新人にベテランを組ませて、学生

の実習と同時に新人の教育も進められました。こ

の体制のおかげで、各工作機械の使用方法を学ぶ

ことができたといえます。 

また、翌年からは、若い技術職員のみで実習工

場を管理・運用していく必要があることから、実

習工場運営委員会が組織され、実習工場の利用規

定の作成が進められました。 

3．研究室時代（1989‐在 ） 

1989 年 4 月に実習工場から機械工学科機械工

作研究室に佐藤清美さんと交換する形で配置換

えが行われました。研究室へ配属後は河西教授の

もと研磨加工に関する技術について指導を受け

ました。指導の内容としては、下記の流れでΦ60

平行平面円盤を作成することで研磨の基本的な

技術の習得することができました。 

技術習得後は、学生への指導を担当することに

なりました。 

平行平面円盤作成の流れ 

・弓鋸盤でステンレス丸棒を 13 ㎜程度に切断 

・旋盤で両面を平行に切削（0.2～0.3 程度） 

・研削盤により両面研削（0.005～0.01 程度） 

・ハンドラッピング加工（0.001～0.002 程度） 

・機械ラッピング加工（～0.001） 

※（mm）内は目標精度となります。 

4．組織化の流れ  

技術職員の組織化の流れについて、私の記憶の

範囲で以下に記します。 

1985 年に私が採用された当時は、教室系技術

職員の専門行政職への移行を目指した活動が行

われていました。 

1990 年に技術職員の資質の向上を目指して研

修発表会（在 の技術発表会）が開始されました。 

1993 年に工学部技術部として組織化が行われ

ました。しかし実質的な業務内容については大き

な変更はありませんでした。 

2004 年に独立行政法人化が行われたことから、

技術部の全学組織化について話が出てきました。 

2006 年に全学組織としての  総合研究機構 技

術部」が発足しました。 

2012 年に 研究機構 総合技術支援センター」

に組織変更され在 に至ります。 

5．まとめ 

技術職員となって 40 年となります。これまで

多くの教員、技術職員、事務職員の皆様に協力い

ただきながら、無事に定年を迎えることができま

した。今の時代 定年を迎え余生をのんびり」と

はいきませんので、引き続き埼玉大学にお世話に

なる予定です。 

再雇用の 5年間は、初心に帰り、一人の技術職

員として業務に邁進していきたいと考えていま

す。ご迷惑をおかけすることもあるかと思います

が、引き続きよろしくお願いいたします。 
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1. はじめに

科学分析支援センターの装置運用は、測定

指導者とサポートメンバーを含め複数名で装

置のメンテナンス、講習、依頼分析に対応し

ている。本自主研修では装置運用の体制強化

の一環として、粉末 X 線回折装置（XRD）を

対象に分析担当者（徳永誠主任技師）より講

習を受け、座学や実際の測定を通して装置原

理、測定・メンテナンス方法など、今後の装

置講習、依頼分析等の業務対応に必要な知識

を習得することを目的とした。 

2．研修内容 
以下の 5 台の XRD を対象に研修を行った。 

① D8 ADVANCE ECO, Bruker AXS
② D2 PHASER, Bruker AXS
③ Ultima Ⅲ, Rigaku
④ D8 ADVANCE, Bruker AXS
⑤ D8 DISCOVER, Bruker AXS

①から③はセンターでも稼働率の高い汎用的

な粉末 XRD であり、④は分析中に温度可変が

可能な多機能粉末 XRD、⑤は薄膜測定や指定箇

所の微小領域測定などが可能な高輝度二次元

XRD である。表 1 に実施日と研修内容をまとめ

た。研修は月に 1，2 回の計 15 回行った。最初

に基本的な粉末 XRD について原理や装置につ

いての座学を行った。次に①～③を用いて数種

の粉末固体試料の通常測定と、ロッキングカー

ブ測定、配向性試料の測定、ナイフエッジの高

さ調節などの特殊測定を行った。最後に④や⑤

について、管理者で対応が必要な試料台等のア

タッチメントの取り付けなどのメンテナンスに

ついて扱い、実際の測定を行った。また実践と

して期間中、4 件（21 サンプル）の依頼分析に

対応した。この研修を通して、XRD に関する技

術、知識が習得できた。また、担当者間の連携

も深まったため、今後チームとして業務の質が

向上することが期待できる。 

自主研修報告 機器分析支援体制の充実に向けた  

XRD の計測技術習得

○黒土優太、今野茉理奈、中島綾子

物質・生命科学系

表１. 研修内容 
 実施日  装置名  研修内容 

4/23  装置概要説明  
5/15  [ECO]   Si, LaB6 測定  

5/31  [ECO], [PHASER]  Fe2O3, 未知試料（SiO2）測定  

6/19  [Uitima III]   Fe2O3, TiO2 測定, ロッキングカーブ測定（Si） 

7/3  DIFFRAC.EVA の使い方（解析ソフト）  

7/17  [ECO]  配向性試料測定（NaCl, Si（粗粒）） 

7/31  [ECO]  ナイフエッジ高さ影響評価（アセチルサリチル酸） 

9/18  [ADVANCE]  温度可変アタッチメント付け替え 

10/2  [ADVANCE]  中温測定（TiO2）25℃～300℃ 

10/16  [ADVANCE]  低温測定（TiO2）-50℃～25℃ 

10/31  [ADVANVE]  高温測定時の z 軸オフセット測定（アルミナ試料板） 

11/13  [ADVANCE]  高温測定（ジルコニア ZrO2） 

12/4  [DISCOVER]  アルミナ標準試料測定① 

1/8  [DISCOVER]  アルミナ標準試料測定②, 薄膜測定 

2/4  [DISCOVER]  薄膜測定（FTO(SnO2), FTO/Ag） 
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１．はじめに 
 技術研究会は、技術職員が学術研究会のよ

うな形式で日頃の業務の成果や成功・失敗談、

ノウハウといった技術的な事柄や技術職員の

組織やキャリアパス、産休育休制度の活用と

いった人事的な事柄等といった技術職員を取

り巻く話題について、意見交換・相互交流を

する場として開催されている会合である。本

稿では、令和 5-6 年度にかけて参加した技術

研究会に関する出張について報告する。 

２．九州地区総合技術研究会 2024 in 大分大学 
ほか（大分出張） 

前泊日(2/28)は大分高専施設見学会に参加し、

実験実習関係の施設や装置について見学・意見

交換を行った。高専では図 1 のような溶接に関

する VR 教材など、現代的なものづくりに関す

る機械や教材の導入が進んでいるようである。 

図 1 溶接 VR 教材（大分高専） 
 会期 1 日目(2/29)は、大分大学の実習工場見学

に参加し、実習工場の設備・機械や実習課題（図

2）等について見学した。ポスターセッションで

は、下記のような知見を得た。 
・ 熊本大学では、演習・実習用の SolidWorks の

管理を技術職員が行っているようである 
・ 宮崎大学では鋳造実習が廃止になったもの

の、技術職員が作業環境測定等で粉塵など

が引っ掛からないコンパクトなサイズの教

材考案・開発にあたっているとのこと 
・ 福井大学では地元の松浦の 5 軸マシニング

センタを使った技術研鑽が比較的若い職員

を中心に行われているようである 
・ 佐世保高専では最近、マイクロスコープ、小

型の CNC フライス盤、レーザー加工機、プ

リント基板加工機などが導入され技術職員

も活用や維持管理に関与しているらしい 
・ 大分高専の技術職員が近年何名か産休育休

を取得したようだが、代替職員の採用は出

来なかったようであるため、学生のスチュ

ーデントアシスタント(SA)を雇って対応し

たりしたとのこと 

図 2 旋盤の実習課題（大分大学） 
会期 2 日目（3/1）の筆者の発表（題目：埼玉

大学における機械工作実習の取り組み ～スマ

ートフォンスタンドの製作～）では、 
・ 実習の成績評価でレポートの提出は必要

か？ 
・ 成績評価に技術職員が関与しているとのこ

とであるが、シラバスには技術職員の名前

は載っているのか？ 
・ 教員不在で技術職員だけで実習を行ってい

る時に何か問題が起きた時に責任の所在は

どうなっているのか？ 

令和 5・6 年度技術研究会出張報告 

野田 匠利 

機械建設系（工学部実習工場） 
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といった質問を頂いた。他の口頭発表者の発表

では、以下のような知見を得た。 
・ 京都大学の機械工作実習は物理工学科 2 年

生の約 110 名の学生に対し、8-9 月に午前午

後丸 2 日の日程で桂キャンパスで実施して

いるとのこと（おそらくいわゆる集中講義） 
・ 京都大学では、以前はスターリングエンジ

ンを実習課題としていたが、時間的余裕に

乏しく作業の円滑化を優先しがちになり学

生との対話に乏しくなったり、穴あけなど

単純・同一作業の繰り返しが多いこと、使用

機械の競合が発生していたこと、旋盤・フラ

イス盤両方の加工が必要な部品で失敗した

時の手戻りが大変なこと、コロナ禍特有の

消毒作業が負担になっていたという背景が

あったことでスマートデバイススタンド

（スマートフォンスタンド）に切り替えた

とのこと 
・ スマートデバイススタンド製作では得られ

なくなった教育効果を補うために、実習の

余り時間には異種金属のタップ立て体験や

ベアリングのはめ合い体験、5 軸加工機や金

属 3D プリンタなどの見学を含む総合学習

を導入したとのこと 
・ 旋盤作業ではバイトは予め取り付けられた

状態で準備しているとのこと 
・ 鳥取大学では本学のものづくり教室よりも

規模が大きく大学の遠くまで（鳥取市の反

対側の米子地方まで出向く例もあるらしい）

出向いて理科教室的なイベントを伝統的に

実施してきたが、担い手について十数年前

と比べると 30 代終盤が主体となってきて高

齢化や担い手不足に悩まされているとのこ

と 
・ 佐世保高専では伝統的な学生実験の予算が

減らされてテーマの維持が危機的状況で教

職員のレポート採点の負担も大きい一方、

ものづくり関係の予算が採択されたという

ことで実習のいくつかのテーマを廃止して

代わりに 3D プリンタやマイコン等を駆使

した実習を導入したとのこと 
 
 

３．第 3 回機械工作技術研究会（広島大学東広

島キャンパス） 
会期初日(9/12)のポスターセッションでは、 

以下のような知見を得た。 
・ 筑波大では医学部専用の、旋盤やフライス

盤等を有する工作室があり技術職員も配置

されており、技術継承として若手の技術職

員を採用するなど今後も継続見込みである 
・ 岡山大では技術職員に修士や博士など高位

の学位を取らせる支援がされているらしく、

またTCカレッジの設計製作系コースに1名
受講者を入学させている他、Teams を活用し

て工作物の図面等データや加工ノウハウを

教職員や学生と共有しているようである 
会期 2 日目の工作センター見学では、 

・ 広島大の工作センターは 15-16 年ほど前に

工学部と理学部の工作室が統合して現在の

体制になったとのことであるが、汎用機械

に比べると NC 機械はさほどの台数がある

わけではなかったので、東大生産研工場な

どのように、技術職員による試作が全面的

に NC に置き換わっているわけでもない模

様 
・ 工作センター内に実習専用の機械やスペー

スがあるようで、また実習で技術職員のマ

ンパワーを全て取られるわけではないとい

うことで、実習実施日でも工場を実習以外

の利用者に対して閉めてはいない模様 
・ ガラス工作室と木工室が現在も稼働してお

り、現在はシニアスタッフや定年が近い職

員で回しており、今後ガラスおよび木工専

任のスタッフは採れないかもしれないが、

機械工作と兼務という形でも残していきた

いという意向があり廃止の予定は無いとの

こと 
・ 工作センター専任の技術職員数的にも機械

の台数・種類的にも、面積的にも本学実習工

場よりははるかに大規模である 
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[33] 加藤裕規 , 松下隆彦 , 小山哲夫 , 幡野健 , 松岡浩司  : 『双性イオン含有脂質二重膜接

着ポリマーの合成研究  (Ⅵ) -赤血球凝集試験 -』 ,日本化学会 第 105 春季年会 (2025), 

A304-3am-07, 関西大学 , 3 月 (2025) 

[34] 米林広一 , 松下隆彦 , 小山哲夫 , 幡野健 , 松岡浩司  : 『双性イオンを含む脂質膜接着

分子の合成（Ⅵ）～双性イオン分子の自己集合と膜接着～』, 日本化学会  第 105 春季

年会 (2025), A304-3am-08, 関西大学 , 3 月 (2025) 

[35] 島田惇哉 , 松下隆彦 , 小山哲夫 , 幡野健 , 松岡浩司  : 『NA 感受性シアル酸含有プロ

ドラッグの合成と評価 (Ⅱ ): T-1105 のシアリル化』 , 日本化学会 第 105 春季年会

(2025), D501-3am-01, 関西大学 , 3 月 (2025) 

[36] 稲垣賢伍 , 松下隆彦 , 小山哲夫 , 幡野健 , 松岡浩司  : 『VHH 抗体の化学修飾に関する

研究 (Ⅱ ) : 抗 EGFR-VHH 抗体の還元と HPLC 分析』 , 日本化学会  第 105 春季年会

(2025), A301-4am-03, 関西大学 , 3 月 (2025) 

[37] 鈴木花音 , 松下隆彦 , 小山哲夫 , 幡野健 , 松岡浩司  : 『機能性アルキルグリコシドの

設計と評価 (Ⅱ )：各誘導体の合成と評価』, 日本化学会  第 105 春季年会(2025), A304-

4am-04, 関西大学 , 3 月 (2025) 

[38] 髙橋輝大 , 小山哲夫 , 松下隆彦 , 松岡浩司 , 幡野健  : 『シロール誘導体を用いたウイ

ルス蛍光検出薬の構造最適化』 , 日本化学会  第 105 春季年会 (2025), D501-4pm-05, 

関西大学 , 3 月 (2025) 

[39] 富岡璃久 , 松下隆彦 , 小山哲夫 , 幡野健 , 松岡浩司  : 『多価化シアリルα (2,3)ラクト

ースの合成研究  (II): 3 糖骨格の構築』 , 日本化学会  第 105 春季年会 (2025), 2404-

4am-08, 関西大学 , 3 月 (2025) 

[40] 制野健太 , 松下隆彦 , 小山哲夫 , 幡野健 , 松岡浩司  : 『ノロウイルスが認識する血液

型抗原の合成研究  (II): ガラクトースおよびフコース誘導体の合成』 , 日本化学会  第

105 春季年会(2025), 2404-4am-09, 関西大学 , 3 月 (2025) 

[41] 園田憲蔵 , 松下隆彦 , 小山哲夫 , 幡野健 , 松岡浩司  : 『腫瘍関連マクロファージの高

感度検出を指向した多価型糖鎖誘導体の合成研究  (II): マンノース誘導体の合成』, 日

本化学会  第 105 春季年会 (2025), 2404-4am-10, 関西大学 , 3 月 (2025) 

[42] 佐藤優人、石倉愛悠、結川達也、中尾啓子、弥益恭  脊椎動物胚での脊髄の伸長に

おける soxB1 の役割と Notch シグナルの動態の検討  第 47 回日本分子生物学会年

会（2024 年 11 月）  

[43] 黒土優太 , 関口和彦 , 菅原弘貴 , 稲わら燃焼由来の  PM 組成に与えるプラスチック

混合燃焼の影響 , 第 3 回環境化学物質合同大会 , p650-651, 広島 (2024) 

[44] 久保田隆盛 , 関口和彦 , 黒土優太 , 屋内光条件下での VOC ガスからの二次有機エア

ロゾル生成に与える ClO2 ガスの影響 , 第 3 回環境化学物質合同大会 , p788-789, 広島

(2024) 
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[45] 奥野大輝 , 肱岡泰陽 , 関口和彦 , 黒土優太 , 安井文男 ,空間除染を意図した過炭酸ナト

リウム /固体酸加熱による過酸化水素ガスの発生 , 第 3 回環境化学物質合同大会 , p807-

808, 広島 (2024) 

[46] 黒土優太 , 関口和彦 , 菅原弘貴 ,バイオマス燃焼由来の PM 組成に与えるプラスチッ

ク混合燃焼の影響 , 第 41 回エアロゾル科学・技術研究討論会 , P101-102, 東京 (2024) 

[47] 久保田隆盛 , 関口和彦 , 黒土優太 , 屋内光条件下での VOC ガスからの二次有機エア

ロゾル生成に与える ClO2 ガスの影響 , 第 41 回エアロゾル科学・技術研究討論会 , P77-

78, 東京 (2024) 

[48] 黒土優太 , 環境化学系研究室における大気粒子試料の分析測定支援 , 第 30 回  機器・

分析技術研究会 , P-47, 広島  (2024) 

 

 

4.3. 投稿論文等に謝辞として掲載された一覧 
 

[1] "Daisuke Nagai, Aoi Mano, Takafumi Ishii, Shusuke Okamoto, ""Gelation of 

Hydrophilic Polymer Bearing Metal-coordination Unitswith Au(III) Ions: 

Application to Synthesis of Porous Gold"", Gold Bulletin, Vol.57, pp.79-86 (2024) 
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4.4. 受賞 

 
受賞名  優秀講演賞 

発表題目 レーザ変位計を用いた喉頭挙上計測による摂食・嚥下の定量化に関する研究 

受賞者  小松﨑彪士, 菅田陽怜, Selim Alaoui Habiby, 三木将仁, 原正之 

受賞日  2025年 2月 17日 

授与機関 第 25回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会（SI2024） 
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受賞名  優秀講演賞 

発表題目 テキスチャ感操作可能なアクティブセルフタッチシステムの開発 

受賞者  松田雄仁, 高崎正也, Selim Alaoui Habiby, 三木将仁, 原正之 

受賞日  2025 年 2月 17 日 

授与機関 第 25 回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会（SI2024） 
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5．センター記録 
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2024/04/01

2024/04/02

2024/04/04

2024/04/05-
2024/07/30

2024/04/08

2024/04/09

2024/04/10

2024/04/11

2024/04/11

2024/04/12

2024/04/15

2024/04/15

2024/04/15-
2024/04/19

2024/04/16

2024/04/16

2024/04/16

2024/04/17

2024/04/19

2024/04/19

2024/04/23

2024/04/23

2024/04/23

2024/04/23

2024/04/24

2024/04/25

2024/04/25

2024/04/26

2024/04/29

2024/04/29

2024/04/30-
2024/05/08

2024/05/01

2024/05/01

2024/05/01-
2025/02/06

2024/05/02

2024/05/08

2024/05/09

2024/05/10

2024/05/16

2024/05/16

2024/05/16

2024/05/17

2024/05/20

5.1.プロジェクト活動記録
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2024/05/21

2024/05/22

2024/05/22

2024/05/23

2024/05/23 3D-Design

2024/05/24

2024/05/24 3D-Design

2024/05/27

2024/05/27 3D-Design

2024/05/29

2024/05/30

2024/05/31 3D-Design

2024/06/01-
2025/03/31

2024/06/03 3D-Design

2024/06/03 3D-Design

2024/06/04

2024/06/04

2024/06/04

2024/06/04 3D-Design

2024/06/06

2024/06/06 3D-Design

2024/06/07

2024/06/07

2024/06/11

2024/06/12

2024/06/12

2024/06/12

2024/06/12 3D-Design

2024/06/13

2024/06/13 3D-Design

2024/06/14

2024/06/14 3D-Design

2024/06/17

2024/06/17 3D-Design

2024/06/18

2024/06/18

2024/06/18

2024/06/18 3D-Design

2024/06/19 3D-Design

2024/06/19 3D-Design

2024/06/20

2024/06/20
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2024/06/20 3D-Design

2024/06/25

2024/06/25

2024/06/26

2024/06/26

2024/06/27

2024/06/27

2024/06/28

2024/06/30-
2024/07/05

2024/06/30-
2024/07/05

2024/07/01

2024/07/01

2024/07/01 3D-Design

2024/07/01-
2025/03/31

2024/07/02

2024/07/03

2024/07/04

2024/07/04 3D-Design

2024/07/04 3D-Design

2024/07/05

2024/07/05 3D-Design

2024/07/08 3D-Design

2024/07/08-
2024/07/19

2024/07/09 3D-Design

2024/07/10

2024/07/10

2024/07/11 3D-Design

2024/07/12

2024/07/12 3D-Design

2024/07/12 3D-Design

2024/07/15 3D-Design

2024/07/16 3D-Design

2024/07/17

2024/07/17

2024/07/18

2024/07/18

2024/07/19

2024/07/22

2024/07/23

2024/07/24

2024/07/24

2024/07/24

- 48 -



2024/07/26 3D-Design

2024/07/29

2024/07/29

2024/07/29 3D-Design

2024/07/30 3D-Design

2024/07/31 3D-Design

2024/08/01

2024/08/01

2024/08/01 3D-Design

2024/08/02

2024/08/02 3D-Design

2024/08/02-
2024/08/06

2024/08/05 3D-Design

2024/08/05 3D-Design

2024/08/06

2024/08/06 3D-Design

2024/08/07

2024/08/07 3D-Design

2024/08/20

2024/08/20

2024/08/21-
2024/08/23

2024/08/22

2024/08/23

2024/08/23-
2024/08/27

2024/08/26

2024/08/26

2024/08/27

2024/08/27

2024/08/28

2024/08/29 3D-Design

2024/08/29-
2024/10/01

2024/08/30 3D-Design

2024/09/01 3D-Design

2024/09/01-
2025/03/31

2024/09/06

2024/09/06

2024/09/06

2024/09/06

2024/09/09 3D-Design

2024/09/13

2024/09/17

2024/09/20
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2024/09/24

2024/09/24

2024/09/26

2024/09/27

2025/03/07
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2024/11/20

2024/11/21

2024/11/22

2024/11/23

2024/11/26 3D-Design

2024/11/29 3D-Design

2024/12/02

2024/12/02 3D-Design

2024/12/02-
2024/01/08

2024/12/03 3D-Design

2024/12/04

2024/12/04 3D-Design

2024/12/05

2024/12/05 3D-Design

2024/12/09 3D-Design

2024/12/09 3D-Design

2024/12/09 3D-Design

2024/12/10

2024/12/10 3D-Design

2024/12/10 3D-Design

2024/12/10 3D-Design

2024/12/11-
2024/12/20

2024/12/12-
2025/02/28

2024/12/13 3D-Design

2024/12/17

2024/12/18

2024/12/18 3D-Design

2024/12/19

2024/12/20

2024/12/20-
2024/12/23

2024/12/23 3D-Design

2025/01/07

2025/01/07

2025/01/16

2025/01/17 3D-Design

2025/01/22

2025/01/23

2025/01/24

2025/01/24

2025/01/28

2025/01/29-
2025/02/28

2025/01/31
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2025/01/31

2025/02/03

2025/02/05

2025/02/07

2025/02/10-
2025/03/07

2025/02/12

2025/02/17 3D-Design

2025/02/18

2025/02/18 3D-Design

2025/02/19 3D-Design

2025/02/21

2025/02/25

2025/03/03 3D-Design

2025/03/06 3D-Design

2025/03/07 3D-Design

2025/03/07

2025/03/10

2025/03/12

2025/03/13 3D-Design

2025/03/14 3D-Design

2025/03/17 3D-Design

2025/03/18

2025/03/18 3D-Design

2025/03/19

2025/03/21

2025/03/25 3D-Design

2025/03/25-
2025/04/30

2025/03/27

2025/03/28 3D-Design
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2024/04/01-
2025/03/31

2024/04/01-
2025/03/31

2024/04/01-
2025/03/31

2024/04/01-
2025/03/31

2024/04/01-
2025/03/31

2024/04/01-
2025/03/31

2024/04/01-
2025/03/31

2024/04/01-
2025/03/31

2024/04/01-
2025/03/31

2024/04/01-
2025/03/31

2024/04/01-
2025/03/31

2024/04/01-
2025/03/31

2024/04/01-
2025/03/31

プロジェクト活動記録（通年業務）
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IT Web

5.2. 
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2024/4/12

2024/4/19

2024/5/10

2024/5/24

2024/5/29

2024/5/30-5/31 ROBOMECH2024

2024/6/4

2024/6/4-6

2024/6/19

2024/6/21

2024/6/21

2024/9/4-6

5.3.出張
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2024/9/5

2024/9/12-13

2024/9/12-13

2024/9/13

2024/9/13

2024/9/24

2024/9/25

2024/9/26

2024/10/4
2024/10/7

2024/10/10

2024/10/11

2024/10/11

2024/10/11
2024/10/17

2024/10/17-18

2024/10/23

2024/10/25

2024/10/28
2024/11/6

2024/11/7

2024/11/8

2024/11/8

2024/11/11
2024/11/13

2024/12/6

2024/12/6
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2024/12/11 Semicon Japan

2024/12/13

2024/12/16

2024/1/9

2025/1/10

2024/1/10

2025/1/27

2025/1/31 TCT Japan 2025

2025/2/7

2025/2/7

2025/2/17

2025/2/17

2025/2/25

2025/3/5-7

2025/3/7

2025/3/14
2025/3/17

2025/3/17-19

2025/3/25
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6．その他資料
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技術長 佐藤清美 技術長 高橋一成 技術長 小山哲夫

石野裕二 大橋拓馬 市川和貴

川田良暁 川原藤樹 笠原美久

小林邦宏 髙宮健吾 黒土優太

坂下　岩 德田大鷹 今野茉理奈

佐藤甲輔 併任 天野直子 佐藤亜矢子

野田匠利 併任 金澤英雄

蓮見拓也 併任 渋谷大智

畠山　健 s.s. 飯塚武志

引間俊文

藤田明人

三木将仁 s.s.

s.s. 山﨑次男 s.s.

田中協子

辻季美江

戸島基貴

新美智久

結川達也

加藤美佐

齋藤由明

沼本啓良

※併任：情報工学科と併任

　s.s.：シニアスタッフ（再雇用職員）

センター事務

6.1．センター名簿

2025年7月1日　現在　

センター長　金子裕良

総括技術長　徳永　誠

機械建設系 電気電子情報系 物質・生命科学系
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6.2  

IT
HP

3. HP

1.  

2.  

HP  

3.  

office@tsd.saitama-u.ac.jp  
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6.3. ニュースレター（2024 年度）
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編集後記 
 
今年は夏の暑さが身に沁みます。最高気温が体温越えって…、気象が極端になり、夏は猛暑、雨は大雨、

災害が身近に迫っている感じです。落雷で停電になったときエアコンのありがたさを実感しました。（い）  

 
今年度の作業は、経験豊富なメンバーが揃ったおかげでとてもスムーズに進みました。 そして迎える

初の電子化。カラー版での仕上がりはとても見やすく感動しました（よし） 

 
今年は 2025 年、昨年は 2024 年。この報告集は昨年分の収集。分かっちゃいるのだけど、1～3 月は

2025 年なので、年がゴチャゴチャになって、いま何年のデータを扱っているか迷って、しかも間違えて

…。（よみ） 

 
訳あって取りまとめを担当することになりました。ワーキングの皆さんに助けられ、無事に発行するこ

とができました。（たか） 

 
暑さと、（乗り物や室内の）寒さ、にやられてます。熱中症”警報”を出してほしいです。（きょ） 

 
今年は、本当に暑くて一昨年ぐらいにかなり暑かった年があったが、それ以上に感じる。38 度をこえ

ると「酷暑」という表現になるらしいが、ニュースではまだ「猛暑」だ。もう使ってもいいのではと感じ

る。リタイアする時には生きて外出できるのかという危機を感じている。（ぬ） 

 
こちらの WG に参加して、2 年目となり作成までの流れがようやく少しわかった気がしております。

本年も無事に発行できてなによりです。（ふ） 

 
技術報告集の作成に携わって 3 年目になりました。過去 2 回よりも順調に編集作業ができた気がしま

す。来年はおそらく担当を外れると思いますので、あとは次の担当者に任せたいと思います。（ゆい） 

 
今年度は機器分に注力しており、ご迷惑をおかけしてしまいました。申し訳ありませんでした。（と

く） 

 
いきなりの WG メンバー就任で困惑しましたが、比較的軽い仕事を割り当てていただいて皆様には申

し訳なかったです。（てつ） 

 

技術報告集 WG メンバー（敬称略） 
徳永誠、高橋一成、佐藤清美、小山哲夫、飯塚武志 
藤田明人、川田良暁、田中協子、結川達也、沼本啓良 
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